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要旨 

【背景】ディープラーニング技術を利用した顔認証システムは、認識精度が高いだけでなく利便

性にも優れているため、さまざまな社会環境で実装されている。しかし、このようなシステムが

病院のさまざまな状況下で実装可能かは検討されてはいない。 

【目的】ディープラーニングを活用した顔認証システムと iPad 内蔵カメラを利用し、病院内の

さまざまな状況下で患者を安全かつ有用に識別可能かを評価した。 

【方法】対象は本研究への参加に同意した眼科病棟入院中の患者 100 名（男性 66 名、年齢 68±13

歳）であった。iPad Air を使用し、各患者において標準条件の写真（参照写真）とさまざまな

条件下の写真 18 パターンを含め、合計 1900 枚の顔写真を撮影した。参照写真は、マスクなし、

開瞼、座位、十分な照明とした。18 パターンのうち、16 パターンはマスクの有無、開瞼もしく

は閉瞼、座位もしくは仰臥位、十分な照明もしくは低照明の組み合わせで、2 パターンはマスク

なしの左右側臥位であった。検査室内の十分な照明の平均照度は座位で 656±74lx、仰臥位で

536±60lx であった。低照明での平均照度は 3～4lxになるように調整した。 

ディープラーニングを用いた最新の顔認証システムを用いて、参照写真に対して正しい人物を

特定する 1:1 認証方式を採用し、認証スコアを算出した。顔認証は、グローリー社の顔認証エン

ジン V5-5 により生成されたスコア値を用いて行った。この顔認証エンジンは 1,000 万以上のデ

ータセットから教師あり学習モデルとしてニューラルネットワークが訓練されている。認証ス

コアが高いほど、2 つの顔画像が同一人物である確からしさが増すことを意味した。 

患者本人であるかの閾値設定には、他人受入れ率（False Acceptance Rate: FAR）が 0 になる最

小スコアを下限閾値として用いた。この閾値時の本人拒否率(False Rejection Rate: FRR)から

顔認証率を（1-FRR）で求め、患者誤認なくかつ患者を正しく認証できる率を算出した。顔認証

においては他人受入れ率が低いほど、患者認識の安全性に優れていることを示す。一方、本人拒

否率が低いほど、適切な患者をより正確に識別していることを示す。 

【結果】認証スコアは、標準条件（マスクなし、開瞼、座位、十分な照明）よりも悪条件（マス

ク着用、閉瞼、仰臥位、低照明）の方が有意に低かった。認証スコアは、これらの因子が増加す

るにつれて減少した。マスクなしでの認証率は 99.7%（798/800 人）で、マスクありでの認証率

90.8%（727/800 人）を有意に上回った（p < 0.0001）。標準条件以外の悪条件で、マスクなしで

の条件であれば認証率は 99.7％（698/700）、マスクありでは 89.5％（627/700）であり、マスク

ありでは有意に低かった（p < 0.0001）。 

夜間睡眠条件（マスクなし、閉瞼、低照明、3 つの条件（仰臥位、右側側臥位、左側側臥位）の

いずれか）における認証率は、仰臥位、左右側臥位あわせて 99.3％（298/300 人）であった。 

【議論】本研究では、病院における顔認証アルゴリズムの有用性を検証し、3 つの重要な知見を

得た。(1)マスクなしでの認証率はマスク着用の認証率より有意に良好であり、99.7％の認証率

を示した。(2)マスクなしの夜間睡眠条件（閉瞼、低照明、仰臥位または側臥位）における認証

率は 99.3％と良好な結果であった。(3)マスクをしている患者の場合、開瞼で仰臥位でなければ、

100％の認証率を示した。これまでの顔認証に関する研究で、医療現場の外来患者や入院患者を



対象とした研究はなく、本研究は夜間の病棟も想定し、座位、仰臥位、低照明下、閉瞼など、様々

な条件を組み合わせて顔認識を行った初めての研究である。 

本研究では、すでに一般社会に導入され普及しているこのシステムが、病院内の患者を取り巻く

さまざまな状況下で機能するかどうかに焦点を当てた。その結果、マスクなしのあらゆる状況下

だけでなく、夜間の睡眠時という悪条件下でさえも認証率は 99％をこえて良好であった。夜間

の睡眠条件に関して満足のいく結果が得られたことは、病院での夜間就寝時間帯における患者

確認時にこのシステムが活用できることを意味する。顔認証は、患者と直接接触する必要がない

ため、夜間に患者を起こすことなく患者確認が可能であり、従来のリストバンドを利用した患者

確認にはない利点がある。また、夜間帯は看護師の数が少ないことから、迅速に患者確認が可能

な本システムの実装価値は高いと考えられる。本研究の結果から、この顔認証システムは、特に

マスクをしていない患者や夜間就寝中の患者など、病院の様々な状況で利用できる可能性があ

る。 

【結語】病院でのさまざまな状況下で、顔認証システムが安全かつ有用に活用できることが示唆

された。 

 


